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ク・シャンリィ、翻訳鈴木小百合、演出橋口幸絵、一月二六日（日）＝Ｂチーム＝彦素由幸、榮田佳子、二月二日（日）＝Ａチーム＝谷口健太郎、山本菜穂 札幌・シアターＺＯＯ） 。見終えて約一年後の感想を本当に短くまとめると、Ｂ 要を得てコンパクト Ａ＝ダイナミック、そうしたところになる。もちろん両チームともそれぞれに魅力的だった。たった一晩の永遠。僕にも訪れてほしいと思うことしきり。
▽劇団アトリエ「ピータァ・フック」
（作・演出小佐




タシアターとは僕なりの解釈では 「演劇についての演劇」「演劇について考えさせる演劇」 ） 。ある道内カンパニーが二〇一四年三月、三年後に再び札幌にやってきて、三年前と同じ作品を上演する。演劇をやり始めた頃のあの根拠のない自信はどこにいったのか。三年後、団員の多くは座付き作家の つまらないと感じるようになっている。彼らは ったい うして演劇をやり続けているのか。演劇とはいったいなにが面白いのか、演劇にかかわることはどれだけ大変なのか、演劇をやっている人々はなにを考えている か。この公演を最後に、彼らはそれぞれの道を歩み出す。演劇をやる現代の若者 ち 大人になりきれない人々をドキュメンタリー調 描く 世阿弥が残した能楽用語「離見の見（りけんのけん） 」が効いていた。いまや演劇、アートの領域を超えて、人生を生きる場面につ ても応用されている言葉だと思うが、そうした、舞台で演ずる（人生を生 る）自分たちを、自分たちから離れた所から客観視 目が生きてた。そうした冷静な目で、決して声高にではなく自分ち演劇人のそれぞれの過去と現在、未来 つまりは歩みを描くことで、この作品は演劇カンパニーをも超えて、何かに打ち込む 人 を懸ける、どう ようもなくそうしてしまう人たち 在りようを描いた作品とし 普遍性を獲得したのではないか。
▽柴田智之一人芝居「寿」
（作・演出・出演柴田智之、
音楽烏一匹（sax） 、トーコ（dr key）＝ともにムシニカマル） 、五月六日（火） 、札幌・レッドベリー
スタジオ） 。柴田が福祉施設（老人ホーム）で働いた経験を基に創作した芝居（四〇分）＋舞踏（三〇分） 。精神はどこまでも果てなく自由だ。柴田の入魂、鎮魂―。それがあく 押しつけがましくなく、全体的にユーモアをたたえて表現されたことに深く胸を打たれた。
▽札幌表現舎プロデュース「名医先生」
（作ニール・
サイモン＝一九七三年、演出Mr.Oyaji＝山野久治？、六月 四日（土） 、札幌・シアターＺＯＯ 。出演者が良い意味で渋く確かな芸達者ぞろいで、上質 演劇だった。ロシアを舞台に、役者五人（山野久治 松橋勝巳、小林エレキ＝ｙｈｓ、小出あつき、屋木志都子）が何役もこなす短編七話のオムニバス形式の芝居。二〇一四年に還暦を迎えた山野 節目を飾る舞台として企画されたらしい。ニール・サイモンらしいペーソスとユーモアに満ちた、人生の機微を感じさせる佳品 仕上がっていた。役者渾身の全力投球という芝居ももちろん見応えがあるが、出演者それぞれのこれまで生きてきた人生をも映し出すような、全力投球というよりは緩急交えた、 滋味 ふれるこうした舞台も ても良いものだ。
▽実験演劇集団「風蝕異人街」の「ＴＨＥＢＥＥ」
（原作筒井康隆「毟りあい」 、共同脚本野田秀樹、コリン・ティーバン＝ロンドンバージョン二〇〇六年初演、日本バージョン〇七年初演、演出こ ばきこ 、 月二八日（土） 、札幌・シアターＺＯＯ） 。ロンドンバージョンによる作劇。まさに暴力の連鎖、エスカレート 最後に
38　　　　　　　　　劇評
は、うまい言葉が見つからないのだが、 「自業自得」 。まるっきり「核の抑止力」という言葉でもって地球を何度も破滅させられるまでに至った冷戦下 大国を見ているようだ。良く言えば「異化効果」 、換言すればどこかではったりを効かすことが多いこしばだが、本作では野田のオリジナルに忠実に表現したように思う。僕としては、ラストに映像と音で現れ、何かを象徴する「THEBEE（蜂） 」を、こしばな ではの解釈で、劇中もう少し多用しても良かったよう 思う。力作だ
▽弦巻楽団「アンダー・ザ・レインボウ」
（作・演出



































































魂（東京） 、五月三日（土） 、札幌・シアターＺＯＯ） 。三つの話が絶妙につながる、あえていえばサイコ・サスペンス・ホラー。人は死ぬ、あまたに。でも笑えもする、時に。実に抑制の効いた演出で じわりじわりとくる、胸に。全然知らないユニットだったけれども、今後の活
40　　　　　　　　　劇評









































二〇〇六年初演、八月一五日（金） 、札幌・ターミナルプラザことにパトス） 。〇六年一一月の初演（パトス） 、一一年 月の再演（サンピアザ劇場）でも解けなかった僕の解釈の誤解が解けて ほっと一安心し 三月の、東京での演出家コンクール、朗報を期待しています。◇シアターホリック「北海道演劇の宝」賞
（〇九年




























































































































































































































































































という道化だったはずの一郎（木村洋次）が出前配達先で孤独死して た一人の老婆を偲びながら蕎麦を食いつつ、泣く。人が何かを食べながら一人泣く場面がこ ほど切なく愛おしい作品は思 つかな 。そこに被さって流
れ
る「
秋
の
ソ
ナ
チ
ネ
第
一
番
」（
作
曲
斎
藤、
チ
ェ
ロ
土
田
英順、ピアノ林千賀子）
。胸が熱く揺さぶられる。
「西線
11条のアリア」の項で書いたこととは相反するかもしれ
な
い
が、
「
せ
っ
か
く
拾
っ
た
命
だ
も
の、
大
切
に
し
よ
う
」
と
思うのもまた真実である。
▽
ｙ
ｈ
ｓ「
つ
づ
く、
」（
脚
本・
演
出
南
参
＝
二
〇
一
二
年
初演、八月二四日（日）
、八月三一日（日）
、札幌・コン
カ
リ
ー
ニ
ョ）
。
初
演
は
ｙ
ｈ
ｓ
の
結
成
一
五
周
年
記
念
公
演
と
して上演された。南参の劇作の契機になったのは「東日本
大
震
災
」
で
あ
り「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
」
だ
が、
初演時の僕は体調不良のままで見て、南参が思いの丈を込めたこ 作品の魅力をこれっぽっちも受け取れていな
